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香
教
組
「
署
名
・
カ
ン
パ
」
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

声
を
県
へ
届
け
ま
す
！

変形時間労働制は長時間勤務を
招くもの！(適正な判断をするべき) （組合）
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三豊支部が西部教育事務所へ要求書提出

教職員の勤務条件を改善するために、下記のとおり要求します。

記

１、教職員の生活に見合った賃金を保障すること。
２、小中の３０人以下学級を早期に実現すること。
３、教育困難校加配をさらに拡充すること。
４、勤務評定をやめ、成績主義賃金を廃止すること。
５、全児童・生徒対象の「学習状況調査」を今後実施しないこ
と。「全国学力テスト」を実施しないよう文科省に申し入れ
ること。

６、勤務時間を守るよう適切な指導を講じること。また、代休
やわりふりについては実質とれるように指導すること。

７、小学校の特別クラブ、中学校の部活などの適正化を図るこ
と。

８、教職員の信頼の厚い民主的な人を管理職として登用するこ
と。そして、管理職の人権意識を高めるよう指導すること。

９、教育事務所訪問をやめること。少なくとも授業参観及び指
導は、希望者のみにすること。

１０、管理職が多忙化を解消し教職員の健康管理に配慮するよ
うに指導すること。

１１、その他

十
二
月
二
十
五
日
、
香
教
組
三
豊
支
部
（
石
川
謹
章
支
部
長
）
は
、
県
教
委

西
部
教
育
事
務
所
（
大
谷
伸
一
所
長
）
に
、
教
職
員
の
勤
務
条
件
改
善
と
多
忙

化
解
消
の
た
め
の
要
求
行
動
を
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
学
力
テ
ス
ト
等
廃
止
を
》

組
合

全
国
学
力
テ
ス
ト
や
県

学
習
状
況
調
査
は
、
児
童
・
生
徒

の
学
力
の
状
況
を
み
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
傾
向
は
出
て
い

る
の
で
実
施
の
必
要
は
な
い
。
あ

る
学
校
で
は
管
理
職
に
、
一
つ
の

教
科
で
３
回
も
過
去
問
を
さ
せ
ら

れ
、
教
科
指
導
の
時
間
が
減
る
の

で
困
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
学

校
で
は
、
校
内
研
修
で
分
析
を
や

ら
さ
れ
過
重
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

管
理
職
が
平
均
点
ば
か
り
を
気
に

し
て
、
平
均
点
の
低
い
教
科
の
教

員
に
「
授
業
改
善
を
し
ろ
。
」
な
ど

と
高
圧
的
な
指
導
を
し
た
事
例
が

あ
る
。
過
去
問
を
や
ら
せ
て
、
平

均
点
の
み
で
評
価
す
る
こ
と
で
、

本
当
の
学
力
が
つ
く
と
思
う
の
か
。

デ
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
中
、
お
金
と

労
力
が
無
駄
で
あ
る
。

《
勤
務
の
適
正
に
つ
い
て
》

勤
務
時
間
を
守
る
よ
う
適
切
な

指
導
を
講
じ
る
こ
と
！
ま
た
、
代

休
や
割
り
振
り
は
実
質
と
れ
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
！

組
合

修
学
旅
行
の
割
り
振
り

な
ど
、
き
ち
ん
と
出
す
学
校
が
増

え
て
き
た
が
、
各
学
校
で
温
度
差

が
あ
る
。
更
に
、
充
実
さ
せ
て
欲

し
い
。

「
修
学
旅
行
等
の
超
過
勤
務
に

対
す
る
回
復
措
置
の
要
望
に
対
し

て
、
過
去
に
管
理
職
が
「
特
殊
勤

務
手
当
が
出
て
い
る
か
ら
割
り
振

り
は
出
せ
な
い
。
」
と
言
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
特
殊
勤

務
手
当
は
、
泊
を
伴
う
こ
と
や
勤

務
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
勤
務
の

特
殊
性
か
ら
手
当
が
出
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
超
過
勤
務
を
保
障

す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

《
加
配
の
拡
充
に
つ
い
て
》

組
合

仕
事
量
が
多
く
大
変
忙
し

い
。
小
中
学
校
に
お
い
て
、
教
育

困
難
校
加
配
（
正
規
雇
用
）
を
更

に
拡
充
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
教

職
員
定
数
（
特
別
支
援
教
育
も
含

む
）
の
改
善
も
訴
え
て
欲
し
い
。

《
成
績
主
義
賃
金
廃
止
を
》

勤
務
評
定
を
や
め
、
成
績
主
義

賃
金
を
廃
止
す
る
こ
と
！

組
合

ど
う
や
っ
て
評
価
し
て
い

る
の
か
基
準
が
分
か
ら
な
い
。
「
遅

く
ま
で
学
校
に
残
っ
て
仕
事
を
や

っ
て
い
る
人
が
よ
い
評
価
を
も
ら

っ
た
。
」
と
い
う
事
例
を
聞
い
た
。

お
か
し
い
。
評
価
の
理
由
付
け
が

難
し
い
と
思
う
が
、
納
得
で
き
な

い
。
こ
の
成
績
主
義
賃
金
制
は
教

育
現
場
に
は
な
じ
ま
な
い
。
評
価

基
準
等
が
開
示
請
求
で
き
な
い
の

は
全
国
で
も
香
川
県
、
愛
媛
県
の

２
県
だ
け
で
あ
る
と
聞
い
た
。
事

務
所
で
も
調
べ
て
検
討
し
て
欲
し

い
。

《
賃
金
保
障
に
つ
い
て
》

安
心
し
て
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
よ

う
な
給
与
を
保
障
す
る
こ
と
！

組
合

教
員
の
勤
務
時
間
は
長
く
な
る

一
方
で
実
質
賃
金
は
段
々
に
下
が
っ
て
い

る
。
特
に
中
高
年
の
教
職
員
に
と
っ
て
は

厳
し
い
。
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
給
与

額
を
保
障
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
退
職
金

に
つ
い
て
は
、
５
～
６
年
前
と
比
較
す
る

と

万
円
弱
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以

500
上
下
げ
な
い
で
欲
し
い
。(

増
や
す
べ
き)

手
当
が
出
て
い
る
か
ら
際
限
な
く
働
か

せ
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
超
過
勤
務
に
対
し
て
は
回
復

措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

「
公
立
学
校
の
時
間
外
勤
務
命
令
の
制

限
」
（
給
特
法
、
限
定
４
項
目
）
①
実

習
、
②
学
校
行
事
、
③
教
職
員
会
議
、

④
非
常
災
害
業
務
、
に
あ
っ
て
も
「
臨

時
又
は
緊
急
に
や
む
を
得
な
い
必
要
が

あ
る
場
合
」
と
さ
れ
て
い
る
。
修
学
旅

行
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
分
か
っ
て
い
る
計
画
な
の
で
こ
れ
に

値
し
な
い
。
つ
ま
り
、
命
令
で
き
な
い

こ
と
を
や
ら
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
割
り

振
り
を
与
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

」

（
昨
年
度
の
内
容
記
載
）

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
２
学
期
に

超
過
勤
務
し
た
割
り
振
り
を
冬
休
み
に

取
り
切
れ
な
い
の
で
、
管
理
職
に
「
（
取

り
切
れ
な
い
分
を
）
春
休
み
に
回
し
て

取
っ
て
も
よ
い
か
？
」
と
尋
ね
た
が
駄

目
で
あ
っ
た
。
あ
る
学
校
で
は
、
春
休

み
に
回
し
て
も

で
あ
っ
た
。
割
り
振

OK

り
等
が
（
柔
軟
性
を
も
っ
て
）
、
き
ち

ん
と
取
れ
る
よ
う
充
実
さ
せ
て
欲
し

い
。組

合

今
、
学
校
現
場
は
ブ
ラ
ッ
ク

な
職
場
と
言
わ
れ
て
い
る
。
割
り
振
り

取
得
な
ど
適
正
化
（
充
実
）
す
れ
ば
、

香
川
県
へ
の
新
採
希
望
者
が
増
え
る
。

組
合

改
正
給
特
法
「
変
形
時
間
労

働
制
」
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
し
た

が
、
教
員
に
は
な
じ
ま
な
い
。
学
期
中

が
繁
忙
期
だ
か
ら
と
い
っ
て
勤
務
時
間

を
延
ば
し
て
も
結
局
見
積
も
っ
た
時
間

よ
り
も
更
に
（
退
庁
時
間
が
）
遅
く
な

る
だ
け
で
あ
る
し
、
長
期
休
業
中
は
閑

散
期
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
学
期
中
の

割
り
振
り
が
き
ち
ん
と
取
り
切
れ
な
い

ぐ
ら
い
忙
し
い
の
で
、
更
な
る
多
忙
を

招
く
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
今
ま
で
夕

《
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
》

必
要
な
所
に
お
金
を
使
い
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
で

人
以
下
学

30

級
を
実
現
す
る
こ
と
！

組
合

小
中
学
校
で
は
空
き
時
間

が
少
な
く
、
「
教
材
研
究
の
時
間
が

欲
し
い
。
」
と
い
う
意
見
が
多
い
。

ま
た
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で

ま
で
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
話
も

聞
く
が
、
教
員
を
増
や
す
こ
と
が

多
忙
化
解
消
に
つ
な
が
る
。

人
30

以
下
学
級
を
国
に
訴
え
て
欲
し
い
。
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三豊支部忘年会＆ＯＢ会 三豊教育会館

三
豊
支
部

三
豊
教
育
会
館
大
掃
除
＆
忘
年
会
＆
Ｏ
Ｂ
会

年
の
瀬
の

月

日
に
香
教
組
三
豊
支
部
で
は
、
三

12

29

豊
教
育
会
館
の
大
掃
除
と
忘
年
会
と
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん

と
語
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
掃
除
で
は
一
年
間

の
汚
れ
を
き
れ
い
に
掃
除
し
ま
し
た
。
忘
年
会
に
お
い

て
は
、

年
の
教
育
活
動
や
出
来
事
を
振
り
返
り
、
様

19

々
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

教育講演会 三豊教育会館

教育講演会 三豊の教育をよくする会

１２月１日に三豊の教育をよくする会主催で
教育講演会（テーマ：みんなの力で、子どもた
ちに笑顔を！～詩をよみ 詩を書くことを 通し
て～、講師：元日本福祉大学子ども発達学部特
任教授 小林信次先生）を開催しました。生活
や教育に詩を取り入れる工夫を学びました。

方
の
時
間
に
可
能
で
あ
っ
た
「
通
院
」

「
子
ど
も
の
迎
え
・
夕
食
の
世
話
」「
親

の
介
護
」「
体
調
不
良
の
た
め
帰
る
」「
特

に
急
ぐ
仕
事
が
な
い
の
で
帰
る
」
な
ど

が
、
年
休
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
な
る
恐
れ
が
出
て
く
る
。
法

制
化
し
た
次
の
段
階
と
し
て
、
県
の
条

例
、
市
町
の
規
則
、
各
学
校
の
運
用
と

な
る
の
だ
が
、
各
段
階
の
適
正
な
判
断

で
食
い
止
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
先

ず
は
、
付
帯
決
議
（
前
提
条
件
）
を
守

る
こ
と
だ
。

《
特
別
ク
ラ
ブ･
部
活
動
の
適
正
化
を
》

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
「
次
は
、

あ
な
た
が
〇
〇
部
の
担
当
で
す
よ
。
」

な
ど
と
負
担
の
大
き
い
特
別
ク
ラ
ブ
・

部
活
動
（
例
え
ば
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
）

の
担
当
を
希
望
し
て
い
な
い
の
に
命
じ

ら
れ
て
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

勝
た
な
け
れ
ば
と
い
う
負
担
、
保
護
者

か
ら
の
要
望
、
専
門
で
な
い
部
活
担
当

な
ど
負
担
で
あ
る
。
ま
た
、
入
部
に
関

し
て
生
徒
全
員
入
部
制
の
学
校
も
あ
れ

ば
、
希
望
制
の
学
校
も
あ
る
。
適
正
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

《
民
主
的
な
管
理
職
を
》

組
合

民
主
的
な
管
理
職
登
用
を
お

願
い
し
た
い
。

組
合

管
理
職
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
職
務

上
必
要
で
な
い
。
あ
る
い
は
適
切
で
な

い
仕
事
を
支
持
さ
れ
た
。
」「
適
切
で
な

い
表
現
で
、
支
持
を
受
け
た
。
」「
私
生

活
に
つ
い
て
執
拗
に
聞
か
れ
た
。
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。
研
修
会
の
折
に

指
導
し
て
欲
し
い
。

《
学
校
訪
問
に
つ
い
て
》

職
場
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
た
め
に

学
校
訪
問
を
す
べ
て
の
学
校
で
半
日
日

程
に
す
る
な
ど
簡
素
化
す
る
こ
と
！

組
合

授
業
参
観
や
指
導
は
希
望
者

だ
け
に
す
る
こ
と
。
教
科
は
指
定
し
な

い
こ
と
。
学
校
訪
問
の
内
容
（
日
程
）

は
、
市
町
教
委
の
指
導
の
下
、
各
学
校

で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

組
合

あ
る
学
校
で
は
学
校
訪
問
の

折
、
県
教
委
の
人
が
入
室
し
た
ら
、
全

員
起
立
し
て
迎
え
る
な
ど
過
度
な
接
待

や
気
遣
い
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
参
観

授
業
の
折
、
校
長
が
「

人
分
の
イ
ス

10

を
出
し
て
・
・
・
。
」
と
指
示
を
し
て

き
た
。
（
普
通
、
指
導
主
事
一
人
分
の

イ
ス
で
よ
い
か
、
出
さ
な
い
か
で
あ
る
）

西
部
事
務
所
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
要

求
し
て
は
い
な
い
と
思
う
が
、
過
剰
で

あ
る
。
や
め
さ
せ
て
欲
し
い
。

組
合

定
年
退
職
後
の
再
任
用
講
師

の
講
師
訪
問
は
必
要
な
の
か
？
（
ベ
テ

ラ
ン
な
の
に
）

組
合

「
あ
る
学
校
で
は
、
学
校
訪

問
時
の
授
業
参
観
後
の
指
導
に
つ
い

て
、

歳
代
以
上
は
廃
止
と
し
た
。
こ

50

れ
に
よ
り
、
余
分
な
労
力
や
ス
ト
レ
ス

が
軽
減
さ
れ
た
。
」
（
昨
年
度
の
内
容
記

載
）

《
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
》

教
職
員
の
健
康
を
守
る
た
め
、
勤
務

時
間
を
守
り
、
多
忙
化
を
解
消
す
る
こ

と
！組

合

あ
る
中
学
校
で
は
、
定
期
テ

ス
ト
の
日
程
に
関
し
て
、
５
回
中
２
回

土
・
日
を
は
さ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
テ

ス
ト
最
終
日
も
３
・
４
時
限
で
授
業
が

終
わ
り
、
丸
付
け
な
ど
の
時
間
が
確
保

さ
れ
ゆ
と
り
が
で
き
た
。

組
合

学
校
事
務
職
員
の
業
務
改
善

に
つ
い
て
だ
が
、「
共
同
学
校
事
務
室
」

「
事
務
長
制
」
な
ど
の
話
を
聞
い
た
が
、

多
忙
化
解
消
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
努

力
し
て
欲
し
い
。

関
係
の
予
算
増
よ

IT

り
も
、
人
員
を
増
や
す
べ
き
だ
。

組
合

教
員
未
配
置
問
題
が
県
下
で

人権意識の高い民主的管理職を！
修学旅行などの「割り振り」適正取得を！
多忙化解消し教職員の健康を守れ！ （組合）

起
き
て
い
る
。
あ
る
学
校
で
は
産
休
代

替
の
教
員
が
中
々
見
つ
か
ら
ず
、
定
年

退
職
後
の
講
師
や
香
川
大
学
の
学
生

（
３
年
生
２
人
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
）

に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
現
状

で
よ
い
の
か
？

組
合

香
川
県
で
日
米
合
同
訓
練

（
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
）
が
実
施
さ
れ
た
。

近
隣
の
学
校
で
は
騒
音
で
一
時
授
業
が

で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
聞
い
た
。
安

全
と
教
育
環
境
を
守
る
よ
う
関
係
各
機

関
に
お
願
い
し
て
欲
し
い
。

組
合

先
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
に
関
す
る
調
査
が
あ
っ
た
。
取

得
さ
せ
る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
？
個
人
的
な
問
題
で
あ

る
。
来
年
度
か
ら
も
新
採
者
に
取
得
を

強
要
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
確
認
し
て

お
く
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
れ
ら
組
合
の
要
求
に
対
し
て
県
教

委
西
部
教
育
事
務
所
（
北
岡
所
長
補
佐
）

は
次
の
様
に
回
答
し
ま
し
た
。

所
長
補
佐

要
求
は
、
各
機
関
に
伝

え
た
い
。

〔要求する香教組三豊支部〕


